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教室で
One Minute Videoを

作ってみよう！

ユニセフ

第43回

　日本ユニセフ協会では1分間の映像制作

を通じて、子どもたちの協調性、創造力、

表現力などを育てたいと願っています。

One Minute Video の制作には色々な

方法がありますが、One Minute Video

の制作指導に経験が豊富で、メディア・リ

テラシーを専門とする、東海大学文学部

広報メディア学科准教授の五嶋正治氏が

作成したフローチャート【図表１】に従い、

学校でこの活動を行うことを推進してい

ます。

　この工程は4段階から成り立ちます。1
プリ・プロダクション2プロダクション3
ポスト・プロダクション4ビューイングの

4段階です。段階1では、まず教室の子

どもたちを5 〜 6人1チームにし、チーム

の1人ひとりに、企画のための絵コンテ

シートが配布され、各自が企画を練り上

げます。その後、お互いのアイデアを提案

し合い、話し合いを通じて原案を決定し

ます。そして、段階2で構成や内容に沿っ

た素材をカメラで撮影していきます。

さらに、段階3で、取材した多くの映像を、

順番や各場面の長さを考え、編集してい

きます。編集の過程では、著作権がかか

らないバックグランドミュージックをどう

かぶせ、音響をどのように効果的に入れる

か、字幕を使うのかなどの作業をパソコ

ンのソフトを活用して行います。段階4の

ビューイングで、完成したお互いの作品を

鑑賞し、感想を述べ合い、作品の発表公

開へとつなげていきます。このビューイン

グのプロセスは、子どもたちのメディア・

リテラシーを育むのに大きな力となります。

　One Minute Video の制作を通し、メ

ディア・リテラシー教育を是非実践してほ

しいと願っています。

【図表１】	 1min	MPS（Media	Production	Studies）
	 「メディアを作成する過程における学びの研究」フローチャート（東海大学　五嶋正治氏）
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授業教室での
上映会

映像祭等への
出品

Webでの
一般公開

世界で今、何が起きているのか？を
把握する知識

絵コンテのイメージ通りで撮影
出来るかを試行する

映像本編集、映像表現の完成度、映
像構成の見直し
エフェクト等の映像編集ソフトの活用
能力の習得

聴覚情報の表現方法、音楽、
音が伝える感情表現

基本コンセプトの確認、表現方法
の確認、最終メッセージの確認

社会に情報発信することの
責任と達成感。

国内外の映像祭等への参加を行い、
他の地域、他の学校の人々が制作し
た作品と比較検討を行う。情報の作成者、発信者としての受けての

反応を直接感じ取る事の意味。

撮影した素材をコンピュータ映像
編集ソフトへの取り込みを行う。

60秒間の限られた秒数で作品を完成
させる制限。
制作工程における時間制限で完成を
させる段取り。

作品のタイトル、制作者の氏名等の
文字情報に加え映像表現では表現す
る事が出来なかった情報の必要性を
再検討する。

カメラ、マイク、照明等
小道具、出演者の準備

企画案、メッセージ性、絵コンテ案
などの原点を振り返り撮影素材へ妥
協と判断を行う

試し撮りの素材を編集PCに取り込み、
モニター試写を行い、イメージギャップを
検討する。

限られた撮影時間の中で撮影、出演
協力者への配慮を行う本番撮影。

撮影素材の試写確認
OKカット、NGカット、再撮影等の判断

探究心、調べ学習力

国際社会での価値あるテーマであり、
異文化社会でも共通して理解出来る
テーマか

想像した自分のイメージ表現を絵コン
テに書き表し、他者に理解出来るよ
うに表現

他者への理解を計り、その内容を
吟味する

時間管理、スタッフ管理
必要機材、小道具の調達

自分から他者へ、そして世界にどんな
メッセージを伝えたいと感じるのか？

映像表現で組み立てたコンセプトを
言語表現に再構築して完成度を図る

受け手としての理解度を計る。世界の
人々はどのように捉え理解するだろう

コミュニケーション力

協調・協働力

視聴覚機器の学習

PC機器の学習

社会に発信する責任

企画・発想力

探究心、調べ学習力

文字表現力

客観的な判断力

総合的判断力

客観的に観る力

他者作品を解く力
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